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単元名「ものが燃えるとき」 

理科 小学校 ６年

本時の流れ（第３時） 

○ 火が燃え続けるには、空気が入れ替わ

ることが必要であるのではないかという

考えをもつことができる。 
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課題の把握 

実験による確かめ 

学習のまとめ 

【課題】 

『ふたを開けたペットボトルを 

火のついたろうそくにかぶせたとき 

炎は消えるだろうか。それとも、 

燃え続けるだろうか。』 

実験結果の予想 

【課題の把握】 
☆ 前時までの学習を通し、「ものが燃えるには空気が必要なのではないか」
という仮説が生まれることが期待される。本時の課題は、ふたの開いたペ
ットボトルをかぶせることにより、空気の入れ替わりに目を向けさせるこ
とを意図している。 

☆ 下の部分が密閉されていること、ふたの部分のみでペットボトルの外と
がつながっていることを確認する。 

 【実験】 

☆ グループごとに実験を行わせる。 
☆ 本時では、「火が消える」よう、設定するが、「穴があるにもかかわら

ず火が消えた」ことが、第４時での探究意欲を高める。気付きや感想等

をできるだけ詳しく記録するよう、指示する。 

（指示）予想を書きましょう。「わけ」を

詳しく書きましょう。

【学習のまとめ】 

☆ 実験結果を考察する力を育てるため、実験の結果と、そこから分かること・気付いたこと等を分

けて書かせることが重要である。 
☆ 第１、２時では、火が燃えるには空気が必要であること、本時では、空気の入れ替わりが必要で

あることが、仮説として認識される。通常、児童は、空気の流れをイメージしながら、「どうすれば

火を燃やし続けられるか」という課題意識を高める。本時では、教師がまとめることをせず、児童

自身が、疑問やさらに確かめてみたいことなどについて、書き記すことを重視する。 
☆ 時間があれば、気付いたこと等について交流させるとよい。 

話合い 

CLICK 

【結果の予想】 
☆ 「そのように予想した理由」について、自分の言葉で詳しく記述させる
ことを重視する。 

☆ 第１、２時と関連させて理由付けることが重要である。児童は、密閉さ
れた状態では、火を燃やし続けることができないこと、空気が多い方が長
く燃え続けることを経験している。１ヶ所だけ、外部と通じたペットボト
ルを提示されることによって、空気の入れ替わりに目を向けることが期待
される。 

【予想に基づく討論】 
☆ たき火やキャンプファイヤーなど生活経験、第１、２時での学習体験に
基づいた意見が出ることが予想される。 

☆ 何を根拠にどのように予想したかについて意見交流を行わせる。 
☆ 単に予想を出し合うことにとどまらず、「理由」の交流が重要である。
☆ 狭い「口」からの「空気の入れ替わり」が話合いの焦点となり、実際の
空気の動きをイメージしながら意見交流できるよう、配慮する。 

CLICK 
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（発問）どのように予想しましたか？ 

（指示）実験をして確かめましょう。 

（指示）結果をまとめましょう。 

本時の展
開例はこ
ちら 

単元の流れへ 授業展開例へ 


